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DEMI ̶ よくある質問（FAQ）

地雷安全に関するチャットボットについて知っておくべきこと

1. 一般

DEMIとは何ですか？

DEMIは、地雷安全および応急対応に関する無料のチャットボットです。安全な行動ルールについて助言

し、学習を支援し、知識確認も行います。このボットは、人道的地雷除去会社「ANDROMEDA

DEMAINING SYSTEMS」有限会社により開発されました。

DEMIは誰のために作られたのですか？

ウクライナに住むすべての人のために作られています。特に以下の人々を対象としています。

• 子ども・学校の児童（6歳以上）

• 10代の若者（12～17歳）

• 成人、企業の従業員、農家

• 生命安全教育を行う教師

• 企業で労働安全を担当する人

前線から遠くに住んでいても、なぜ地雷安全ボットが必要なのですか？

地雷の脅威は前線だけの問題ではありません。ウクライナ全土の上空を敵のミサイルやドローンが飛行し

ており、その破片が畑、庭、学校の校庭に落下することがあります。また、帰宅した軍人が危険物を持ち

帰ってしまう場合もあります。子どもがそれをガレージや屋根裏で見つける可能性もあります。

地雷安全の知識は誰にとっても必要です。「触らない、離れる、通報する」という3つの簡単な言葉が命

を守ります。

これは無料ですか？

はい、完全無料です。隠れた料金、サブスクリプション、広告はありません。DEMIは社会的プロジェク

トです。私たちは安全を売るのではなく、共有しています。

ボットのコンテンツは何に基づいていますか？

すべての情報は、現在有効なウクライナの法令・基準文書に基づいています。

• ウクライナ法「ウクライナにおける対地雷活動について」

• 2022年3月9日付保健省令第441号 ̶ 応急処置提供手順

• DSTU 8820:2023 ̶ 国家対地雷活動基準

• IMAS（国際対地雷活動基準）

ボットはインターネットやSNSから情報を取得しません。使用するのは、検証済みかつ承認済みのアルゴ

リズムのみです。

2. 利用方法

どうやってボットを起動しますか？

サイト demi.org.ua のリンクにアクセスするか、QRコードを読み取ってください。ボットはブラウザ上

で開きます。インストール不要、登録不要です。
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DEMIはどの端末で使えますか？

インターネット接続がある端末なら、どれでも利用できます。スマートフォン、タブレット、デスクトッ

プPC、ノートPCに対応しています。ブラウザ経由で動作します。

ボットは何語で会話しますか？

ウクライナ語です。

DEMIは何ができますか？

ボットは3つのモードで動作します。

• 相談モード ̶

地雷安全に関する質問に回答し、地雷・爆発外傷時の応急処置アルゴリズムを段階的に案内します。

• 学習モード ̶

構造化された地雷安全コースを提供します（15～20分の短縮版、または45～60分の詳細版）。

• テストモード ̶ 結果評価と推奨付きで知識を確認します。

会話の冒頭でモード選択が提案されます。あるいは、自分の状況をそのまま記述すれば、ボットが理解し

ます。

必要なモードはどう選べばよいですか？

• 「質問したい」または状況説明 → 相談モード

• 「学習したい」または「地雷安全コース」 → 学習モード

• 「テストを受けたい」または「知識を確認したい」 → テストモード

または、ボットが最初に表示するメニュー番号を選んでください。

モードを途中で切り替えることはできますか？

はい、いつでも可能です。たとえば学習中に「質問したい」と入力すれば、ボットは回答し、その後で学

習に戻ることを提案します。学習後には、ボットが自動的にテスト受験を提案します。

3. 緊急時

不審物を見つけました。どうすればよいですか？

まず最初に、101（国家非常事態庁）、102（警察）、または112に電話してください。

待っている間にDEMIへ書き込めば、正しい対応手順を再確認できます。

• 物に触れない

• 来た道をそのまま使って300メートル離れる

• 周囲の人に警告する

• 専門家の到着を待つ

DEMIは負傷時に役立ちますか？

はい。ボットは、地雷・爆発外傷に対する応急処置アルゴリズムを段階的に示します。たとえば、出血の

止め方、止血帯の装着、胸部・腹部外傷時の対応、骨折・熱傷・ショックへの対応などです。これらのア

ルゴリズムは保健省令第441号に基づいています。同時に、103（救急）または112への通報も促します

。

重要：ボットは医師の代わりにはならず、診断も行いません。医療従事者が到着するまでの応急処置の指

示を提供するものです。

DEMIは緊急通報の代わりになりますか？
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いいえ、決してなりません。ボットは補助手段であり、代替ではありません。危険時の最初の行動は常に

101、102、103、112への電話です。ボットはすべての回答でこの点を再度伝えます。

4. 学習

どのような学習コースがありますか？

短縮コース（15～20分）

• 地雷の脅威とは何か

• 危険の見分け方

• 5つの安全ルール

• 緊急通報番号

• 基本的な応急処置

詳細コース（45～60分）

• 短縮コースの全内容

• 爆発危険物の種類

• 砲撃への備え

• 完全な応急処置コース（MARCHアルゴリズム）

• 企業従業員向けモジュール

ボットは年齢に応じて内容を変えますか？

はい。学習開始時に年齢層を確認します。

• 6～11歳の子ども ̶

やさしい言葉、ゲーム的な形式、「見つけたら̶触らない̶大人に伝える」という原則

• 12～17歳の若者 ̶ より真剣な口調、基本的応急処置

• 18歳以上の成人 ̶ 専門的アルゴリズムを含む完全版

学習はどのように進みますか？

教材はモジュールごとに順番に提示されます。各モジュールの後に確認質問があります。答えが正しけれ

ば次へ進み、不正解ならボットが説明して繰り返します。いつでも「もう一度」または「戻る」と頼めま

す。

DEMIは学校で使えますか？

はい。まさにそのためにも作られています。

• 教師がプロジェクターでボットを表示し、生徒が見て議論する

• 各生徒が自分のスマートフォンで自分のペースで使う

• 対面授業後の補助教材として使う

私たちは、詳細な授業シナリオ付きの教師向け無料ガイドを提供しています。

企業での安全教育にも使えますか？

はい。詳細コースには、生産現場の従業員向け専用モジュールがあります。

• 救急箱の位置

• 避難経路

• 事業所敷地内で危険物を発見した際の行動
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• 砲撃時の行動

ボットを使った安全教育は、スマートフォンで20～60分で実施でき、作業を止めたりどこかへ移動した

りする必要がありません。

5. テスト

テストは何問ありますか？

• 子ども向け（6～11歳） ̶ 10問

• 若者向け（12～17歳） ̶ 15問

• 成人向け（18歳以上） ̶ 20問

合格基準は何ですか？

正答率70％です。これは、地雷に関連するリスクについての住民啓発（EORE /

INRM）標準作業手順の要件に対応しています。

テストに不合格だったらどうなりますか？

問題ありません。ボットは弱点分野を示し、正答を説明し、間違えたテーマに絞った学習を提案します。

復習後、再度テストを受けることができます。

ボットは証明書を発行しますか？

いいえ。DEMIのテストは自己確認用です。公式な証明書を得るには、認定トレーナーによる対面学習が

必要です。ただし、テスト結果はスクリーンショットで保存でき、学校や企業の内部記録に利用できます

。

6. 安全性と制限

ボットが有害な助言をすることはありますか？

いいえ。DEMIには厳しい制限があります。

• 爆発危険物の除去、無力化、移動方法に関する助言は禁止

• 医療診断や薬の処方は禁止

• 6～11歳の子どもに対して重傷の詳細を説明することは禁止

ボットは常に緊急通報先（101、102、103、112）へ誘導し、自己安全を最優先に強調します。

DEMIは個人情報を収集しますか？

ボットは登録を必要とせず、名前、電話番号、住所を収集しません。会話は匿名です。

DEMIは対面の講師の代わりになりますか？

いいえ。DEMIは支援ツールであり、代替ではありません。対面講師が物理的に届かない人々にも情報を

届けられるのが利点です。理想的なのは、対面授業 + ボットによる復習とテストの組み合わせです。

ボットは応急処置コースの代わりになりますか？

いいえ。ボットは理論的アルゴリズムを提供するものです。止血帯装着やCPRなど、確実な実技スキルに

はマネキンを用いた対面訓練が必要です。私たちは、認定された応急処置コースの受講を推奨します。

7. 技術面

技術要件は何ですか？
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インターネット接続とブラウザがある任意の端末で利用できます。スマートフォン、タブレット、コンピ

ュータに対応しています。Android、iOS、Windows、macOSすべてで動作します。インストールは不要

です。

ボットはオフラインで使えますか？

いいえ、インターネット接続が必要です。ただし、モバイル通信で十分です。ボットはテキスト中心で動

作し、高速回線は必要ありません。

ボットは24時間使えますか？

はい。24時間365日、週末や祝日も含めて利用できます。

8. 組織向け

学校や企業でDEMIを導入するには？

3つのステップです。

• demi.org.ua にアクセスし、まず自分でボットを確認する

• 教師・トレーナー向け無料ガイドをダウンロードする

• 生徒・従業員へリンクまたはQRコードを配布し、自主利用してもらう

導入支援が必要な場合は、私たちに連絡してください。チーム向けに無料オンライン説明を実施します。

地域や企業向けにカスタマイズできますか？

はい。地域特有の脅威、地元サービスの連絡先、特定地域の事情などに合わせて内容を調整できます。ご

相談ください。

報告用に結果をどう記録しますか？

テスト後、ボットはパーセンテージで明確な結果を表示します。参加者はスクリーンショットを取ること

ができます。体系的な管理のために、私たちは事前・事後テスト結果の記録様式を含む方法論的ガイドを

提供します。

9. 連絡先

開発者に連絡するには？

ANDROMEDA DEMAINING SYSTEMS LLC ウェブサイト: demi.org.ua

導入に関する質問、提案、不具合報告については、サイト上のフォームからご連絡ください。

10. 緊急番号

• 101 ̶ 国家非常事態庁（火災、爆発危険物の発見）

• 102 ̶ 国家警察

• 103 ̶ 救急医療

• 104 ̶ ガス緊急サービス

• 112 ̶ 統一緊急通報番号
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